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姶 文 内 容 の 要 旨

熱帯林生態系における落葉などの有機物分解は,生態系の物質循環において重要な過程である｡これまで熱帯林における

落葉分解の研究は,おもに有機物の分解速度とそれを制限する要因から研究されてきているが,分解過程を通じての分解者,

養分物質,有機物の相互作用からの研究は少ない｡本研究は,熱帯丘陵林における優占的な2種SchimaとCastanopsisの

樹木落葉の分解過程における窒素,有機物組成の変化を解析し, 2種の樹木の窒素,有機物の動態から熱帯林における分解

過程を明らかにしたもので,以下の主要な結論を得ている｡

1.熱帯山地常緑林の落葉,SchimaとCastanopsisの有機物重量変は,指数分解式により近似され,分解速度は温帯の常

緑,落葉の広葉樹に近い分解率を示した｡こうした低い分解速度は,調査地における乾期の分解活動の停止,また雨期にお

いてもシロアリなどの熱帯特有の大型土壌動物の活動が低いことにより説明された｡

2.有機物分解過程における窒素,炭素の動態を,斜面の下部と上部の2つの立地条件下において1年半にわたり調査し

た｡炭素の無機化様式は,湿潤な条件の斜面下部で無機化速度は,乾燥した斜面上部より速い傾向が認められた｡また,炭

素動態は,土壌の水分条件と密接に関係していることが明らかとなった｡窒素の動態は,温帯林では通常において初期の溶

脱,窒素の不動化 窒素の無機化の過程からなることが知られているが,本調査でのSchimaの落葉は,1年半の分解期間を

通じて窒素の不動化を示し,高い窒素不動化能を持っことが明らかどなった｡一方,Castanopsisの落葉は,窒素の初期溶脱

後,窒素の無機化を生じた｡温帯の樹木では,窒素の無機化は,炭素/窒素が20-30の一定の値になった時点から生じるこ

とが知られているが,Schimaの落葉は,窒素濃度の濃縮のもとに窒素の無機化を生じていた｡このように,2種の優占的な

樹木の窒素動態は,異なり,2種の樹木の生態系における窒素動態における役割は異なっていた｡

3.2種の落葉の分解過程に伴う有機物組成の変化を,2つの立地条件下で調査し,有機物動態と窒素動態の関係を明ら

かにした｡2種の落葉の有機組成はSchimaではリグニン含量が高く,Castanopsisではヘミセルロースの含量が多かった｡

両種ともに,分解初期に易分解性の有機物は,急激に減少する｡ その後,有機物の重量は,分解とともに減少するが,有機

物の構成には変化が認められなかった｡温帯では,通常,易分解性炭素,セルロースなどが初期分解過程において分解者に

より選択的に利用される結果, リグニンと窒素の化合物の割合が増加する｡こうした温帯の分解様式と異なり,2種の落葉

の有機物組成は,分解過程を通じて安定していた｡このことから,熱帯林では,リグニンの分解が速く,窒素とリグニンの
∫

化合物の生成量が少ないことが示唆された｡このことは,熱帯林土壌において腐植形成の作用が弱いことを実験的に証明し

たことになる｡

以上のように,熱帯林の2種の落葉分解の過程を,窒素,有機物組成の動態から解析することにより,熱帯林での有機物

分解の様式が温帯とは異なることを明らかにした｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

熱帯林の物質循環において,落葉分解は重要な過程である｡ これまで熱帯における落葉分解は,分解速度に関わる環境要

因との関係で研究されてきているが,落葉分解過程を通じての有機物と窒素動態の相互作用についての研究は少ない｡本研

究は,熱帯常緑丘陵林において優占種となっている2樺の樹木落葉の分解過程を炭素組成と窒素の相互動態から明らかにし

たものであり,評価される主要な点は以下のとおりで,ある｡

1.リタ-バッグ法を用いた野外実験から,熱帯常緑丘陵林における2種の落葉分解過程を1.5年間にわたり調査し,落葉

分解速度は明瞭な季節性を示すことを明らかにしている｡ さらに,雨期の分解速度は,温帯の樹木の分解速度に近いこと,

そうした分解速度の遅さをシロアリなどの土機分解者活動の低さにより説明している｡

2.2種の落葉の分解過程に伴う窒素と有機成分の相互動態の研究から,有機成分の組成の違いが,窒素の動態に大きく

影響することを明らかにした｡リグニン含量の高い,Schimaの落葉は,調査期間1.5年にわたって窒素の不動化を示し,こ

の高い窒素の不動化能は,分解過程を通じての微生物によるリグニンと窒素化合物の形成によると推定された｡一方,リグ

ニン含量の少ないCastanoPsisの落葉は,分解初期から窒素の無機化を示したO通常,温帯の落葉では,分解過程を通じてセ

ルロースが分解されリグニンと窒素化合物が形成される結果,炭素と窒素の比率が20-30の値に近づいた時点から生じる.

Castmopsisの落葉では,炭素と窒素の比率が,分解過程を通じて減少しながら窒素の無機化が生じている｡有機物組成の変

化や窒素の無機化の過程は,従来の温帯での落葉の有機物変化や窒素動態と異なり,熱帯林において微生物分解者の有機物

分解能力が温帯と異なることを示しているo熱帯の森林生態系では,分解過程において微生物の分解能が高く,リグェンと

セルロースが分解される結果,腐植物質が生じにくいことを明らかにし,熱帯の落葉分解過程が,温帯の分解過程と量的に

速度が異なるだけでなく質的に分解の過程が異なることを明らかにしている,以上のように,本論文は熱帯林における落葉

分解の機構を有機物組成変化と窒素の動態から明らかにしたもので,森林生態学に貢献するところが大きいOよって,本論

文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,平成11年11月15日,論文ならびにそれに関連した分野妄言わたり試問した結果,博士 (農学)の学位を授与される

学力が十分にあるもとのと認めた｡
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